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北海道大学留学生センタ一紀要 第6号 (2002) [研究ノート]

高等教育の現場における異文化問コミュニケーション

一異文化交流クラスでの活発な意見交換に向けて一

一枝理香

[Abstract] This paper explor巴s the factors affecti昭 thεactlve

exchange of opinions among students from different cultural background 

within a classroom setting. ¥Nhen Asian and Western students gather in 

one classroom， utterance tends to be dominated by the ¥九iestern students 

As int巴ractionthrough utterance has great importance to the learning 

outcom巴 ofthe、、rholeclass， every student shoむldbe 巴ncouraged to 

participate actively in a classroom discussion. A case study was 

conducted to investigate th巴factorsthat influencεthe students' behavior 

when communicating with people from different cultural backgrounds. B)' 

asking the respondents how the)' would react in certain situations， the 

intercultural communication tend巴ncies of each cultural group are 

revealed. Factors inhibiting Asian students from participating in class 

discussion are discussed and some s百ggestionsconcerning the role of 

teachers to achieve active interaction amo日gstudents are presentecl. 

1. はじめに
コミュニケーション・スタイルに個人の文化背景が大きく影響すること

は、これまでの異文化問コミュニケーションの研究で述べられてきた。し

かし、異文化間接触の機会が増す中、各現場で生じている文化差によるコ

ミュニケーション上の問題については、具体的な改善策の研究が必要とさ

れている O

本稿では特に高等教育の現場に焦点を当て、文化背景の違う学生のコミ

ュニケーシヨン・スタイルの差を「発言」を通した授業への参加姿勢とい

う面から比較する。アジアと欧米という対熊的な二つの文化圏を呉体的な

状況に絞って比較・分析することにより、アジア系学生の積極i的な「発言」

の妨げとなる要因を探り、異文化混在のコミュニケーション活動における
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教師の役割を考える。その際、研究の対象となる高等教育の現場を、丈化

背景の異なる教師や学生遠が一つのスペースを共有して教育活動を行う場

とし寸定義のもと「異文化交流クラスン InterculturalClassroom'J と呼ぶ

ことにする。

本研究の構成は、まずアジアと欧米の文化差及び「発言」やデイスカァ

ションに関するこれまでの研究をあげる。次に「異文化交流クラス」の一

例をアンケート調査によるケース・スタディとして報告する。言語能力・

教育的背景・丈化差の 3点に焦点を置いた意識調査の結果から最後に「異

文化交流クラス」で活発な意見交換を導く為の教師の役割について具体的

な案を提唱する。

2. 研究の焦点

本硯究は異文化問コミュニケーションという大きなテーマの中で、研究

の焦点として以下の点に着目した。

①現場の選択:なぜ「高等教育」か。

社会学者のパーソンズら (Parsons.Shils. Tolman. Allport. Kluckhohn. 

Murray， Sears， Sheldon & Stouffer : 1951)によると、人の行動様式や人と

人との聞に起こるコミュニケーションの型は「丈化」により規定される。

また、「文化」とは、先天的で、はなく後天的に、経験や学習を通して習得

されるものである (Kroeber: 1948、久米:1994)。よって、教育現場での

コミュニケーション・スタイルに表れる文化的背景の比較には、中等まで

の教育経験が反映される「高等教育」の現場が適当と考えられる。

②「発言」による授業参加:

「発言」は、多人数間のコミュニケーション活動において個人の意見を

表明する最も一般的、かつi直接的な方法である。またデイスカッションで

はIつの「発言」が討論全体の方向付けに大きく影響を与えることにもな

り得る。このように、意見交換の場で、重要な役割をもっ「発言」 は、頻度

よりもその行動、つまり各自の意見を表明するという行動をとること目体

に意味があるといえる。本稿では「異文化交流クラス」において学生間の

「発言」の回数を比較するのではなく、異文化混在の状況のもとで「発言」

という行動をとろうとするかどうかの意識的な面に注目して研究を進め

る。
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3. 先行研究
異文化問コミュニケーションにおいて、個人のもつ要素の差が大きけれ

ば大きいほどコミュニケーション活動は難しくなると考えられる o

Samovar， Porter and Jainの示した「文化、小丈化集田、小集団の社会・

文化的比較」によれば、アジア人と西洋人は文化差の度合いが最も大きい

(1981)。この 2つの対照的な文化比較の研究で発話はそれぞれの特徴を

表す研究項目の一面としてとり上げられてきた。一般的な理解は、荒木

(1995)が日本人と他の国民(アメリカ人、 ドイツ人、フランス人、イン

ドネシア人)とのコミュニケーシヨン・スタイルの比較研究をまとめた通

り、欧米人は沈黙を美徳とせず、自己主張を重んじ自分の意見をはっきり

示すことに価値を置く一方、アジア人は控えめではっきり言うことを避け、

沈黙を重んじる傾向があるととらえられている。

次に、大勢の人前で話をするときに感じるコミュニケーシヨン不安(以

下CA) については、西田(1996)が大学生を対象に行った比較調査があ

る。人種開の差を見ると、日本人のCAは状況に関わらずアメリカ人のC

Aよりもはるかに高いことがわかった。

このような文化差が51き起こすコミュニケーション・ギヤアプの要因に

ついて、 Barna(1976) は、アメリカ人とのデイスカッションに参加した

韓国人留学生への調査から困難を感じる理由として、語学力の問題、デイ

スカッションのテンポ及び仕方、間違ったことを言ってしまうのではない

かという不安など具体的な点をあげている。また、西田(1996) はアメリ

カ人とのデイスカッションで日本人留学生が黙っている状況において言葉

の側面及び文化的・社会的要因に注目し、コミュニケーション・スタイル

の違いを互いにどう受け止めるかについて意識諦査を行った。デイスカツ

ションに参加できない留学生に話す機会を与えたり質問をしたりする、留

学生自身もっと積極的に話しに入るよう努力すべきだ等、学生側の対策案

はあげられているが、教師の役割については述べられていない。

一方、教室活動での「発言」に関しては、言語教育において特にその重

要性が評価されており、梶原 (1992) は教室活動で発話を促す動機は話し

たいと思う気持ちと知りたいと思う欲求にあるとし、学習意欲や効果を高

める教室活動をとり入れることを推奨している O また、野原(1999) は学

習者の自発的発話が学習効果に効果的に影響するという観点から、積極自

発を導く教師の学習支援言動として、授業参加者の間にインターアクショ
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ンのある状況、いわゆる交渉を行うことが出来る状況を作り出していく言

動を提唱している。これらは言語習得を目的とした自発的発話について述

べているが、 Slimani(1992)が述べるように、学習者はクラスの内容に

貢献する機会を与えられた場合、その項目を学んだと感じるとすると、他

の分野においても「発言」による学習効果は期待できると考えられる。故

に、より広い分野を対象とした研究が必要である O

4. 調査

以下の手順に従って、質問用紙を用いたアンケート形式によるケース・

スタディを行う O

4.1 調査の目的

本調査の司的は、「異文化交流クラス」において学生の「発言」による

教室活動への参加姿勢を比較し、アジア系学生の積榎的な参加の妨げとな

る要因を探求することである。そして、「異文化交流クラス」における教

師の役割を考える。

4.2 調査の対象
先に定義づけた「異文化交流クラス」のーっとして、オーストラリア、

マツコーリ一大学のメディア・コミュニケーション学部修士課程コース、

“International Communication Program" (以下 ICP)の履修者のうち無作為

に選んだ60名を調査の対象とする O 学生は世界の様々な地域から集まり、

フルタイム、又はパートタイムで1年半から 2年程度かけてコースを修了

する O 半期ごとに学生が出入りする為、学生数は一定しないが、常時60~

80名程度の学生が履修している。受講者数は科目により異なり、必須科目

は l クラス 30名以上、選択科目は 7~8 名のものもある O クラスはほとん

どが講義とデイスカッションを組み込んだ胃5式をとっている。

4.3 質問項目の設定と謂査の手順

調査は異文化問コミュニケーション研究の枠組みのもと、西田 (2000)

があげたι下の側面に従って進める O
1 )文化背景の異なる人々がコミュニケーションするとき、どのような要

因がどのようにコミュニケーションに影響するのか。
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2 )なぜそのように行動するのか、そのメカニズムとは何か。

3 )もし、文化背景の違いからコミュニケーション上に問題が生じるなら

ば、どうすれば誤解やコミュニケーション摩擦を避けることが出来るの

か。

質問項目の設定には、 Sarbal1gh (1988) の提唱した異文化コミュニケ

ーションにおける18の毘射を教育現場に当てはめ、言語能力・教育背景・

文化差という 3点に焦点を当てて以下の 4部構成にした。

第1部:被験者の閤籍、使用言語、母語、英語(クラスでの媒介語)が

母語でない場合には英語力の自己評舗、出身問、長期間住国、最も長く学

校教育を受けた国等、データ分析のベースとなる個人清報。

第2部:枕験者が経験した過去の教育システムについて。クラスの規模

(人数)と授業形式(講義型かデイスカッション型か)、及び発言の機会。

第 3部:被験者の「異文化交流クラスJ (Icp)への参加意識。好まし

いクラス規模や授業形式、発言の仕方。 2つ以上の解答も可とする O

第4部:オプショナルとして教室活動で意見交換をしやすくする為の意

見や提案。自由に書いてもらうスペースを設けた。

言i言査手順l土、授業後、被験者にアンケート用紙を配り、 5~10分程震かけ

て質問項自に答えてもらいその場で回収した。回答の重複を避け、一人の

学生には一度だけアンケートに答えてもらうようにした。率直なi耳答を求

めたい為、無記名にした。

5. 結果の分析と考察
被験者の国籍は表 1)の通り様々な地域から

の14カ国にわたり、そのうち97%は出生国、長

期居住国、学校教育を受けた国が問一閣である。

使用言語については30%が英語、 70% (内95%

はアジア系)がそれ以外の言語を母国語として

いる。英語の非母語話者による英語力への自信

は90% が10段階の 5~9 を示している。

第2部以下は、被験者を地域別に 3つのグル

ープ:欧米・東南アジア・東アジア、に分類し

(アフリカについては回答者数が少ない為、分

析の対象には加えなし、)、人数の分布をパーセ
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ンテージで示した。

表2)中等教育のクラス規模(%)

表3)中等教育における授業形式(%)

以上の結果から中等教育までの学校教育システムを比較すると、欧米系

の学生は比較的少人数で、変化ある授業形式を経験しているのに対し、アジ

ア系、特に東アジ、ア系は多人数で受身形の授業形式に偏っている。これは、

アジア系の学生が過去の教育器験において「発言」による意克表明の機会

をあまり与えられていない、つまりそのような状況に十員れていないといえ

る。

次に学生の「異文化交流クラスJ 参加に対する意識調査の結果である。

表的 ICPの学生の教室活動への参加姿勢(%)

E雪 間 i箆答の選択肢 欽米i東海ア j東ア
ド H空ど竺型空 a 講義型 21 35 

b. デデイスカッション雪d 73 67 65 

13 0 C匹前方 20 

2 好ましいクラスの a. 5人以下 。 。|5 
ト一一

44 規模(人数) b. 5 -10人 30 

c 10-20人 50 64 50 

d. 20-30人 6 12 15 
トー一一一

e. 30-40人 。 。 O 

f. 40-50人 。 。 。
一一

g. 50人以上 。 。 。

O 

12 10 

71 5 

17 80 

クラス規模(入)/地域

2 0人以下

2 0 ~ 3 0人

3 0 ~ 4 0人 13

4 0 ~ 5 0人;。

5 0人以上 005  
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3 テ、イスカッションを a クフス全体 501129 10 
トーー一 一一…… 一
し易いと思う状記 b.小グループ 50 71 90 

4 クラスでの発言時 a クラスの焼模 36 23 18 
ト一一一…斗一一

気になる要因 b.言詩 27 50 45 
トー ト一一一一一一 一

c 文化の迷う学生の存在 9 10 14 

d 教師の言動 18 10 18 
ト一一一 …一一一 一 ト… …一一一一一一一一一一 一一一一一一 … 

E その他 9 3 戸口

U クラスで発言する a Hき 67 25 30 

ことが好き/嫌い b 嫌い
トーーo しi一一一o一一一i…一一1一0一一一

C ;1犬j兄によって好き 33 75 60 

6 教方師への質問の仕 a 授業中(他の学生の前) 86 38 30 

「面否認、 伶|人的に 7 50 60 
ト一 一一一一一一一… 一
C. U寺による 7 12 10 

クラスでの教師の a すぐに発冒する 63 23 29 
卜一一 一一一一一一 … 

質問への答え方 b.誰かの後、発言する 21 13 17 

C 教師に指名されたら発言する 11 30 21 

d.小グループなら発言する 。 30 29 
目玉言一一(…
言しない 5 3 4 

8 質問7で日以外の a 言語 1 8 / 

回答者に。 b. クラスの規模 1 8 5 
ト一一一

すぐに発言しない c f自の学生との文化差 。 。
埋出となる要素 d その他 。 2 。
9 IJ、グルーフ。で、;古し a 先手をきって発言する 93 60 47 
ト一一一 一
合いをする時 b 意見を求められたら発言する 7 40 ーム 53 

ト一一一一…一 … 一一
C 発言しない o 0 0 

10 なグいルー人がプいに発る言時し
a. EI分の発言を続ける 。 。 D 

b 発言の機会を与える 7 31 30 
ト一一

C 発言を促す 86 65 65 
卜一一一一

d 気にとめない 7 4 。
e その他 。;。 。

11 グループ内で自分 a 開きつづける 19 19 10 

と違う意見の人が b 自分の意見を主張する 8 2 32 

発言を独占する時 c 1也の人の意見を求める 75 57 53 

d ーそのf也 。 12 5 
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好ましい授業形式とクラスの規模はグループを間わずデイスカッション

型、 10~20名程度に集中した。質問 3 )の回答で欧米系はデイスカッショ

ンの際、グループの大きさをそれほど意識しないようだが、アジア系、特

に東アジアの学生は小さいグループの方が発言しやすいと感じている。

地域により差が現れたのは、質問 4) ~ 7)である。クラスでの発言時

に気になる要因として、非英語母語話者の大部分が「言語」を第一に挙げ

ている。第 1部の結果で英語の非母語話者の英語に対する自己評価はかな

り高かったにもかかわらず、発言には言語能力をかなり意識している。ま

た、クラスの規模の他、少数だが教師の言動や他の学生との文化差も発言

に影響していることがわかる。

質問 5)では欧米系に比べ、アジア系の学生は発言に消極的ではあるが、

発言を拒んでいるわけではなく、状況により意見を述べる意欲があること

がうかがえる O

賀問 6) ~ 9) に見られる授業参加のストラテジーで、欧米系に比べア

ジア系の学生は少人数間の接触方法を好む傾向がある O また、教師の指示

も重視している O 即答を避ける理由として言語力とクラスの規模を主な要

因としてあげていることは質問 4)及び7)の結果と重なる O

質問10)及び11)はグループ活動についての設問であるが、全体的に協

調的な解答が多く得られた。

6. まとめ
以上の結果からアジア系学生が「発言」に消極的になる要因をまとめる

と次のような点があげられる O

@クラスの規模一大きさに比例して発言がしにくくなる O

@言語能力 媒介語が母国語でない場合には、言語能力にある程度の自

信があっても「発言」に際しては不安の要素として働く O

「発言」に対する教師の反r，t'o

「発言」に対する他の学生の反応、。

r発言」をするタイミングー教師の指示があれば意見を述べやすしミ。

これらの要閣をふまえ、「異文化交流クラス」で「発言」をし易い状況

を作る為の教師の役割として以下の点を提唱する。

① コミュ二ケーション活動を行うグループの規模を諦整することによ

り、言語能力や他のメンバーからの反応等「発言」時の不安要素を軽
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減し、「発言」し易い状況を作る。多人数クラスの場合には、小グルー

フ。に分けて意見を交換させた後、全体のデイスカッションに運ぶなど

の工夫が考えられる。

② 媒介語を母国語としない学生には、言語面でのサポートを試みる。質

問や指示を出す際、理解しにくい用語の使用を避けると共に、学生の

「発言」時、必要と思われる場合には「発言」の内容が他の学生に伝

わる手助けをする。

③ 教師自身との文化差が無意識的に学生の自信を失わせないよう、教師

対全学生の中で教師対1学生の異文化接触をも意識する O 特に、学生

の「発言」後のフィードパックやその後の教室活動への運び方により

「発言」し易い環境を提供し、「発言」の内容が的を得ていなかったと

しても批判的な反応で意見を表明することへの自信を失わせないよう

配慮すべきである。

④ 他の学生からの反応が「発言J の坊げとならぬよう、「発言」者と他の

学生との関係に気を配る O 逆に学生聞の文化差が教室活動全体のメリ

ットとして働くような指導法を工夫すべきである。教室内の緊張を和

らげ、学生問士が接触を通して互いを知り合う機会を設けることによ

り、自他の差の意識を縮めるよう働きかける。

⑤ 「発言Jの機会に偏りがみられる場合には、指名により他の学生にも機

会が回るよう調節する O

7. おわりに
本稿では「異文化問コミュニケーション」という大きなテーマを教育現

場における「発言」に焦点を絞って研究を行った。調査の結果あげられた要

因はどれも「自」と「他」の意識という心理的な苗に帰すると考えられる。

値人が既に経験により身につけた文化的背景を変えることは困難であるた

め、既に存在する文化差を現場の状況の中でどのように諦和させていくか、

その一環として教室活動での教師の役割を考えてきたが、参加者自身がそ

れを意識しなければ本当の意味での改善は難しい。教室活動で活発な意見

交換が出来る状況を作り出すためには、教師のその場の対応だけでなく、

現場をとりまくより広い範間における改善が必要ではないだろうか。課外

活動などを利用したメンバーの一体感を生み出す工夫や教育機関の協力な

ども考えられる O 更に視野を広げた研究を今後の課題としたい。

101 



参考文献・

荒木晶子(1995) r異文化接触とコミュニケーションJ渡辺丈夫編 T異文

イヒ接触の心理学~ pp.97-107 JlI島書!苫

梶原慶子(1992) r学習者からの情報収集と教室活動J W日本語教育研究会

実習課程一報告書j pp.51-58 日本語教育研究会

久米昭元(1994) r異文化コミュニケーション」石坂和夫編 F国際理解教

育事典~ pp.82-85 創友社

西田司著(1996) W異文化と人間行動の分析』多賀出版

西田ひろ子著:(2000) W異文化関コミュニケーション入門」創元社

西出ひろ子著(1996) ~実併で見る日米コミュニケーションギャップ」大

修館書鹿

野原美和子(1999) r学習者の自発発話を導く教師の学習支援的言動:積

極的な自発発話の場合」国捺交流基金 日本語国捺センター「世界の

日本語教育Jvol.9 pp.101-113 

Barna， L. M. (1976) “Intercultural Communication Stumbling Blocks" in 

!ntercultural Communication: A Reader， eds. L. A. Samovar and R. E 

Porter. Belmont， Calif: Wadsworth 

Kroeber， A. L. (1948) Aηthrotology， Race， Language， Culture， Psychology， 

Prehistory. N ew York; Harcourt， Brace 

Parsons， T.， E. S. Shiles， E. C. Tolman， G. W. Allport， C. M. Kluckhohn， H 

A. Sears， R. R. Shεldon， R. CX.， & Stouffer， S. A. (1951) Toward a 

general theory of action. Cambridge: Harvard University Press. 

Samovar， L. A.， R司 E.Porter & N. C. Jain (1981) Understanding intercultural 

Communicatioη，Belmont， CA: Wadsworth 

Sarbaugh， L. E. (1988) !ntercultural Cm日111μnicatioη，New Brunswick 

Transaction Books 

Slimani， A. (1992) 官 valuationof classroom ir巾 ract問)" in Evalμatωt 

second 1ω19age educιtion， ed. J. C. Alderson and A. Beretta， pp.l97-221. 

Cambridge: Cambridge University Press 

102 



Questionnaire Jν"Intercultural Classroom" Rika Saeg山 a

You1' honest 1'esponses to this su仰のI will assist me η an日lyzing the 

communicaticη gap in inte1'cultuml claSST0011l. You do 110t have to identify 

you1'self in filliηg in this fo1'117. Please be )ヲankin answering the questions aηd 

give additional i1ザo1'matiol1σyoulike. Your coopemtion is greatly a戸'preciated.
Section 1 

1. Your national仰:一一一一一一…一一一一 一一一一一一一一一

2. The languages you speak (please list them up aηd circle the primary one) : 

3. Your C01ザideηcein speaking English (ザyoua1官 n口ηnativespeaker of 

English): <ω2Cωそfident←12 3 4 5 6 7 8 9 10→co析dent) 

4. Your biγth jうlace:一一一一一一一一一一

5. The country where yoμh仰 espent most of your life : 一一一一-

6. The countηwhe1官youhave had most of your school education : 

SectionII : 

7. The education syste117 you had (Pleιse a刀swerwith a letter in the table 

below) 

①IHoωbigωωι class? 1、he山 ?ωerof slvtdents in a class初日s..
a) less than 10 b) 20-30 c) 30-40 d) 40-50 e) more than 50 

②The class was仰 n μke・-

a) LectureちIPe-日 teacherspeaksηIOst of the time 

b) Discussion tヌφe-students canιlso speak out 似 class

8. Please answer the following questions with the level of frequency (mark in 

the table). 

“In the class， how often did you have..プ

内ぺ

υ
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an opportuniり tospeak 
. out? 

， a chance to ask 
10日 teacher?

to express yoμγ 

intemction with a 
teacher? 

interaction with the 
other sludents? 

to speιk η 

often 

SectioηIlI: 

9. The following questions are about your present attitude in a classro01凡

1. Which type of class do you prefer? 

日)Lecture かpe b) Discussion type りboth

2. 1:Vhich size of class do you prefer? . A class wilh... 

a) less than 5 peoPle b) 5-10 peoPle c) 10-20 peoPle d) 20-30 peo戸le

e) 30-40 peoPle 刀40-50peoPle g) more than 50 peoPle 

3. Which do you prefer 10 have a discussion... 

a) in a whole class b) with a small grO!ψof a class 

4. Whatμctors make it difficult for you to parlicipale in discussions in 

class? 

a) size of the class b) Language ability c) being with peoPle from 

d~かもrent culture d) tωching sかle-lecturer's instruction りother:

5. Do yoμlike to speak out / eみ:pressyour oPinion in a class? 

a) Yes b) No りsometimes

6. In the follo叫ingsituatioη.， what would you do? 

You have a question. You would ask a teacher... 

a) in the class b) after class individually c)depends 

A
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7. A teacher asl?s a question to the class. You have some idea in yOUT mind. 

You would... 

a) speak out stmight away. 

b) speal? out afteT S011le011e else has said something 

c) eゆressyOUT oPinion if you are identified b)' the teacher. 

d) exprl.'ss yOUT OPinion if it is in日 smallgroup. 

りnotsay anything 

8. 1f you did 110t choose a). what do you think the TeaSOl1 is? It is 

because... 

A) You aγe not coηifident in speal?ing English 

B) You aTe 110t accustomed to speakiηg out ill a big class 

C) You aTe not coηlfortable with culturally different peoPle 

D) Other reas口11ιsbelo1O:一一一一一一一一一一一一 一一一 一-

9. You are in a small group discnssion. You will... 

a)start tall?ing aboul the topic b) talk if someone asks your oPinioη 

c) just listen to others 

10. 7、hereare some peoPle who keep quiet in your group. You 1Oould... 

りたeepexpressing yOIlT opinion b) tT)' to give a chance for them to speak 

out by stoppiηg your talk c)仰 coumgethem 10 speak out by asking 

d) you mayηot notice them in the first Place e) take other acti011 as 

below: 

11. There is someone in a grotψ1Oho keeps talking. His id叩 isdifferent j1j側

yours. You would... 

日)keeplisteniηg to him b) insist on your oPinion against him c) tη， to 

have other members・opinioη d)take othn action as below: 

SectionN: 

10. 1、hisis an optional question. Please 1叫akeany C011t1托ent01' just ignol官

Do you have a11y suggestions 17010 you can make it nωre C011ゆrtableto spenk 

in n big clιss? 

Thnl1たyou1)eTY much for your cooperation 

に
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